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と

し
て

ま
と
め

ら
れ
る

。

　
ま
た
、

儒
教
的

祭
祀
で

あ
る

チ
ェ

サ
は
民
族
性
の

象
徴
で

あ
る
と

同
時

に、

女
性
差
別
の

象
徴
と
も
い

え
る

側
面
が
あ
っ

た
。

し
か
し
、

今
回
の

聞
き
取
り
か
ら
は
、

儒
教

的
家
父
長
制
に

基
づ

く
家
族
像
は
、

女
性
を

含

め

た

個
人

を
尊
重
す
る
家

族
像
へ

と
変
容
し
て

い

る

と
み

ら
れ

る
傾
向
も

見
出
せ

た
。

　
朝
鮮
学
校
教
員
家
族
に
よ
っ

て

実
施
さ
れ
て

い

る

チ
ェ

サ

は

単
に
祖
先

祭
祀
を

通
し

て

民
族
的

な
ル

ー

ツ

を

意
識

す
る

機
会
で

あ

る
だ

け
で

な

く
、

普
段
は

顔
を
合
わ

せ
る

こ

と

の

少
な
い

全

国
各
地
に

散
ら

ば

っ

た

親

族
が

集
合

し
て

故
人
の

思
い

出
や
近
況
を
語
り
合
え
る

場
と
し

て

認
識
さ

れ

て

い

た
。

朝
鮮
学
校
教

員
家
族
に

お

い

て

チ
ェ

サ

は

何
ら

か

の

形
で

行

わ

れ
て

い

た
。

そ
れ

は

引
き
継
が

れ
る

と

い

う
よ

り
も

、

在
日

朝
鮮
人

家

族
と
し

て

新
た

に
作
り
出
さ
れ
て

き
た

チ
ェ

サ

と
い

う
側
面
が

あ
っ

た
。

　
朝
鮮
学
校
教
員
家
族
に
と
っ

て

チ
ェ

サ
は

、

家
族
の

結
束
を

確
認
す
る

場
で

あ
り
、

か
つ

「

朝
鮮
人
」

で

あ
る

こ

と
を

確
認

す
る

場
で

あ
る

と
い

え
る

。

ま
た

、

チ
ェ

サ

を
そ
れ
ぞ

れ
の

事
情
に

照
ら

し
て

変
容
さ
せ

て

い

く
過

程
は

、

日

本
社
会
の

中
で

自
分
た

ち
の

生

活
を

守
り
な
が

ら、

新
た

な

家
族
を

形
成
し

て

い

く
過
程
で

も
あ
る

と

考
え
ら

れ
る

。

　
最

後
に

、

本
調
査
の

最
終
的
な

目
的
は
、

チ
ェ

サ

に
隹…
点
を

あ
て

て

在

日

朝
鮮
人

家
族
の

祖
先
祭
祀
の

あ
り
方
と

家
族
の

現
状
を

明
ら
か

に

す
る

こ

と
で

あ
っ

た
。

し
か

し
、

本
発
表
で

示
す
こ

と
が

で

き
た
の

は
、

朝
鮮

学
校
教
員
家
族
と

い

う
限
ら
れ

た

人
々

の

状
況
で

あ
る

。

今
後
は

、

異
な

っ

た
立
場
に

あ
る

多
様
な
在
日
朝
鮮
人

家
族
の

チ
ェ

サ
の

実
情
を

明
ら

か

に

す
る

こ

と
で

、

そ
の

全
体
像
が

見
え
て

く
る

の

で

は
な
い

か
と

考
え
て

い

る
。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と

ま
と
め

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

櫻
井
　
義
秀

　
一
　

宗
教
文
化
の

ト

ラ

ン

ス

ナ
シ

ョ

ナ
リ
テ

ィ

　
昨
今、

グ

ロ

ー

バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ

ン

の

進
展
と

共
に
宗
教
文
化
の

越
境
性

（
ト
ラ

ン

ス

ナ
シ
ョ

ナ

リ

テ

ィ
）

が
研

究
さ
れ
て

き
て

い

る
。

移

民
・

難

民
を

含
む

国
際
的
な
労
働
力
移
動
に

加
え
て
、

世
界
宣
教
に

力
を

注
ぐ
既

成
宗
教
・

新
宗
教
が
あ
り、

さ
ら

に

バ

〜

チ

ャ

ル

な
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア

リ

テ

ィ

空
間
の

拡

大
に

よ
っ

て
、

特
定
の

地
域

的
空
間
や
民
族
・

歴

史
的
伝
統

に

固
有
な
も
の

と

考
え
ら
れ

て

い

た

宗
教
文
化
が
異
文
化
圏
へ

浸
透
し

て

い

っ

て

い

る
。

　
本
パ

ネ
ル

で

は
、

現
在

、

発
表
者
た

ち

が
進
め

て

い

る

東
ア

ジ
ア

に

お

け
る

宗
教
文
化
の

動
態
調
査
の

う
ち、

こ

の

二
、

三

〇

年
に

限
定
し

た

韓

国
と

日
本
の

宗
教
文
化
交
流
に

焦
点
を
し

ぼ

り、

調
査
研
究
の

あ
ら

ま

し

と

知
見
の
一

部
を

報
告
し
た
。

　
二

　
調
査

研
究
の

経
緯

　
本
研
究
は
、

韓
国
側
・

日
本
側
の

研
究
者
が

ほ

ぼ
】

○

年
間
の

共
同
作

業
に

お

い

て

構
築
し
て

き
た

調
査
研
究
の
一

部
で

あ
る

。

韓
国
側
の

調
査

は
、

東
西
大
学
教
授
李
元
範
を

中
心
と
し

た

韓
国
学
術
振
興
財

団
人
文
社

会
分
野
支
援
国
内
外
地

域
研
究
助
成
「

日

韓
宗
教
の

相
互

実
態
に

関
す
る

調
査
（

二

〇

〇

三

−
四
）
」

「

日
本
大
衆
文
化
開
放
に

よ

る

日

本
系
宗
教
の

教
勢
お

よ

び

受
容
者
の

意
識
変
容
に

関
す
る

調
査
（
二

〇

〇
四

−
五

と

に

よ

る
。

日

本
側
は

櫻
井
義
秀
を

中
心
と
し
て

科
学
研
究
費
基
盤

研
究
（
B
）

（
一
）

研
究
課
題
番
号
一

六
三

二

〇

〇
一

〇

「

カ

ル

ト
問
題
と
社

会
秩
序
−

公

共
性
の

構
築
に

関
わ

る

比
較

社
会
論
的
検
討
1

（

二

〇
〇

四
−
六
）

」

と

萌
芽
研
究

（

研
究
課
題
番
号
一

九
六

五

二

〇

〇
六

「

日
韓
宗
教
文
化
の

（847）125
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混
在
に

お

け
る

葛
藤
と
め

ぐ
み

（
二

〇

〇

七

−
八
）
」

に

よ

っ

て、

計
六

年
が

か

り
で

調
査
を

行
っ

て

き
た

。

　

日

本
側
の

研
究

者
に

あ
っ

た

問
題
意

識
は

次
の

よ

う
な
も
の

で

あ
っ

た
。

な
ぜ
、

反
日

教
育
・

感
情
が

根
強
い

韓
国
社
会
に
お
い

て

日
系
新
宗

教、

特
に
日
蓮
主

義
の

創
価
学
会
が

韓
国
第
四

の

宗
教
勢
力
と
な

る

ほ

ど

信
者
を
獲
得
で

き
た

の

か
。

な
ぜ

、

韓
流
ブ

ー

ム

以
前、

韓
国
へ

の

差
別

意
識
が
強
い

日
本
に

お

い

て

韓
国
の

キ

リ

ス

ト

教
系
新
宗
教
や
福
音
派
教

会
が

日
本
の

主

流
派
教
会
を

凌
ぐ
ほ

ど
の

教
勢
拡
大
に
成
功
し
た

の

か
。

　

従
来、

こ

の

よ

う
な

宗
教
動
態
は
必

ず
し
も
正
確
に
理
解
さ
れ

て

い

な

か
っ

た
。

し
た

が
っ

て

上

記
の

問
い

に

対
し
て
、

宗
教
文
化
の

土

着
化
論

や
海
外
布
教
の

戦
略
論、

及
び

、

ホ

ス

ト

国
の

政
教
関
係
や

宗
教
市
場、

布
教
の

機
会
構
造
か
ら

宗
教
文
化
交
流
の

メ

カ

ニ

ズ
ム

を

探
る

よ

う
な
研

究
は
、

韓

国、

日
本、

そ
の

他
の

国
の

研
究
者
に
よ

っ

て

も

な
さ

れ

て

こ

な
か

っ

た
。

本
発
表
は

そ
の

よ

う
な

研
究
の

隙

間
を
埋
め
、

さ
ら

に

宗
教

文
化
の

ト
ラ

ン

ス

ナ
シ

ョ

ナ
リ
テ

ィ

に

関
す
る

宗
教
理
論
の

産
出
に

寄
与

し
た

い
。

　
こ

の

度
は
時
間
の

関
係
で

調
査
の

概
要
を

素
描
す
る
に

留
ま
る

が

（

研

究
成

果
は

二

〇
一
】

年
に

書
籍
と

し
て

刊
行
済
み
）

、

韓
国
側
か
ら

韓
国

に
お

け
る

日

本
の

新
宗

教
に

よ

る

布
教
の

動
態
と
メ

デ

ィ

ア

報
道
の

特

徴、

日
本
側
か
ら

は

韓
国
系
キ

リ

ス

ト

教
会
の

宣
教
と

在
ロ

コ

リ

ア

ン

に

お
け
る
先
祖
祭
祀
の

現
状
を

報
告
す
る

。

な
お
、

司
会
の

櫻
井
は

調
査
全

体
の

宗
教

研
究
に

お
け
る
意
義
を
総

括
的
に

ま
と

め
、

コ

メ

ン

テ

ー

タ

の

田
島
は
現

代
宗
教
社
会
学
の

観
点
か
ら

本
研
究
の

意
義
や
課
題
に

つ

い

て

も
言

及
し
た

。

　
三

　
書
籍
の

刊
行

　

櫻
井
義
秀
・

李
元
範
編
著

『

越
境
す
る

日
韓
宗
教
文
化
　
　
韓
国
の

日

系
新
宗
教

　
日
本
の

韓
流
キ
リ
ス

ト
教
』

北
海
道
大
学
出
版

会
、

二

〇
一

一

年、

A
五

判
・

上
製
・

五

〇

〇
頁
・

定
価
七
三

五

〇

円
（
税

込
）

。

　

韓
国
語
版
　
01

赳
望、

朴
子
叫
司
且

川
司
口

刈
。

百
、

二

〇
一
一
、

「

醒

q
鳳

王
。

ヱ
ロ

τ

叫

皿

昇
d
「

劉，
組
旭

−
引
己

旦
」

d
「

赫
」

己

π

舛

赫」
暑
d
「

01
已

己

T
」

剋
ロ

τ

杆
（

李
元
範
・

櫻
井

義
秀
編、

二

〇
一
一
、

『

韓

日
宀

示

教
文
化
交

流

の

最
前
線
　
　
日

本
の

韓
流
と

韓
国
の

日
流
』

人

文
社
）

、

A
五
判
・

全

五

六
二

頁
。

ア

ジ

ア

の

宗
教
と
教
育

代
表
者
・

コ

メ

ン

テ

ー

タ
・

司
会

　
西
尾

秀
生

戒
律
規
定
と
沙
弥
教
育

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

龍
ロ

　
明
生

　
は

じ

め

に

　
　
周
知
の

ご

と

く
戒
律
規
定
を

叙
述
す
る
諸

種
の

律
蔵
の

主
た

る

目
的
は

比
丘
（
お

よ

び

比
丘
尼
）

の

僧
伽
の
一

員
と
し
て

の

生

活

規
則
な

ら
び

に
僧
伽
の

運
営
の

規
定
を

詳
述
す
る

こ

と

で
あ
っ

て
、

沙
弥

に

関
連
す
る

規
定
に
つ

い

て

は

多
く
は

語
ら

れ

て

い

な
い

。

従
っ

て

沙
弥

の

教
育
を
考
察
す
る

に

は

間
接
的
に

推
測
せ
ざ
る

を

得
な
い

場
合
も
あ
る

。

　
一
、

僧
伽
の

構
成
と

沙
弥

　
　
仏
教
教
団
は

四

衆
あ
る
い

は
七

衆
で

構

成
さ

れ
て

い

る
。

四

衆
と

は

比

丘
・

比

丘

尼
・

優

婆
塞
・

優

婆
夷
で

あ
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